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手 ○ × X × X
頭 ○ × X × ×
声 ○ X ? X ×
旗 × × × × ○
温度・気温 ○ × ○ × X
血圧 ○ × ○ X ×
物価 ○ X ○ X ×
煙 × × × ? ×
太陽 × ○ × × X
鳥 × ○ ○ X ○
飛行機 ○ ? ○ ? ○





? ○ × ○
頂点 × ? ○
?
○
王座 × ? × ? ?




○ ○ × ○
波 ○ ? × × ?
地位 ? ○ × ○ ×
ビル × × ・○ ×
?
ら、「状態型動詞」「状態変化型動詞」「動作・移動型動詞」「移動状態型動詞」
「移動結果型動詞」の五っの種類に分かれることを証明したい。また、分析の過
程では、次の四点2）に注目し、アラビア語の「上下移動動詞」が以上の五っの
種類に分かれることを明らかにしたい。
　①　動作主体は、人間なのか、ものなのか。
　②焦点を到着点に合わせるのか、経路に合わせるのか。
　③目標とする到着点があるのか、ないのか。
　④移動そのものに主眼が置かれるのか、移動の状態に置かれるのか。
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1．アラビア語の「上方移動動詞」
　日本語の「上方移動動詞」に当たるアラビア語の動詞は、上記の五っであるが、
それらの動詞を共起制限から分析し、それらの間の用法上や意味上のズレを明ら
かにするために、それぞれの動詞が持っ特徴を整理しておく必要がある。
　1－1．　　「irta」fa，a」
　アラビア語辞典3）によると、「irtafa’a」は自動詞で、その意味は、「高くなる、
高い位置になる、長くなる」と定義されているが、この定義によれば、動作の意
味合いよりも状態の変化の意味合いが強いと考えられる。たとえば、次の例文を
みると、「手が上がった」、「物価が上がった」はどちらも、元の状態からの変化
を表わす意味である。
　1．irtafa’at　yadahu　手が上がった。
　2．irtafa’at　al－as’ar　物価が上がった。
　上の例文や（表3）でも分かるように「irtafa’a」は、「手・物価」、また、
「声・旗」などのような名詞とも共起できるが、それらの名詞に見られる特徴は、
「なんらかの働きかけを受けたり、動作主の意向により上下移動させたりするこ
とが可能なもの」を表わす名詞だと言える。そして、「気温・太陽・煙・鳥・波」
のような「働きかけの対象にならないもの」を表わす名詞もrirtafa’a」と共起
できる。
　また、rirtafa’a」は「高くなる、高い位置になる、長くなる」という意味を表
わすため、「山、ビル」などのような名詞（もともと高さのあるもの）と用いる
場合は、例文3のように「そびえている」、また、例文4のように、記憶にある
状態と発話の時に目に見えている状態と比べて「高くなった・高くある」という
意味を表わす。
　3．irtafa’at　al・mbany　shahqah　fy　anha？Al－madynah
　　　　　　　建物は町のあちこちに高くそびえている。
　4．irtafa’at　al－shamsu　fy　kabed　al－sama？e
　　　　　　　太陽は空の真ん中に位置した。
　上の例文や表の結果をまとめると、「irtafa’a」は、動作主体は人間ではなく、
自分で動き得ないものの変化した結果状態、すなわち、主体を始めの状態から
「上の方に」移動・変化させることを表わす。また、空間的な移動ではなく、状
態の変化を表わすため、「状態変化型動詞」だと言える。
　1－2．　「’alaa」
　「’alaa」は、動作というよりも、状態を表わす動詞である。アラビア語辞典に
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よると「高い位置にいる。有利な立場・位置にいる。」という意味を表わすと定
義されている。たとえば、例文（5）のように、「’alaa」は「irtafa’a」と同じ文
脈で用いることはできるが、「’alaa」を使った5．　a．は「波が高くある」という形
容詞に近い意味を表わす。それに対して、「irtafa’a」を使った5．　b．は状態の変
化を表わす。また、例文（6）のように「手」また、「頭・声・旗・地位」と用い
られる場合は、比喩的な意味を表し、有利な立場にあるという意味になる。
　5．a．’alat　al・amwag　　　波が高くある。
　5．b．　irtafa’at　al－amwag　波が高くなった。
　6．　’alat　yad　al－haq　　正義の手が高くある。
　また、例文（7）のように「頂点・山」などのような高い場所を表わす名詞と
用いられる場合は、その対象物の上にいるという意味を表わす。そして、例文
（8）のように「鳥・風船・波・太陽」と用いられる場合は、「高い位置にある」
という意味を表わす。
　例文（9）も「高い位置にある」を表わし、「irtafa’a」と置き換えられる（例
文4参照）が、上記のように「irtafa’a」は「変化型動詞」で、標準の状態、あ
るいは、記憶にある状態から高くなったという変化に主眼を置く描写の場合に用
いられる。それに対して、「’alaa」は目の前にある状態の描写に主眼を置く場合
に用いられる。
　7．‘ala　qemah　al－gabal　　　　　　　山の頂点に立っている。
　8．‘alat　al－．　tuywr　fy　al－sma？e　　　　鳥が空に飛び上がっている。
　9．‘alat　al－shamsu　fy　kabed　al－sama？e太陽は空の真ん中にある。
　以上の例文から、「’alaa」は、上方移動した結果という状態、また経路よりも
その到着点を表わす動詞であり、すなわち、状態を表わす動詞であるため「状態
型動詞」と呼ぶことにする。例えば、例文7と9を考えてみると、例文7は人間
が動作主体（彼が山の頂点の上に立っている）になっているが、例文9をみると、
主体は人間ではなく「太陽」である。しかし、二っの例文では、動作そのもので
はなく、動作の結果である「現時点の状態」を描写している。また、次の例文
（10）をみれば、さらに明らかになる。例文10の主体は、物体で動きも成長もし
ないもの、「山」である。その場合も「‘ala」は「山が高くそびえている」とい
う意味を表わし、状態の描写である。
　10．‘alat　a1－gebal　shaheqah‘ala　al－dafah　al－mwagehah
　　　　　　　向こう側の岸に山が高くそびえている（高くある）。
　ここで、「状態変化型動詞」と「状態型動詞」の違いを明らかにするため、以
上のralaa」（「状態型動詞」）と「irtafa’a」（「状態変化型動詞」）の両動詞と共
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起する名詞をみると、まず、「irtafa’a」と共起する名詞には、「物価・血圧・気
温」などのような「よく変動」するものが多い。そして、「’alaa」（「状態型動
詞」）と共起する名詞には、「太陽・鳥・風船」のような「ほとんど変動が見られ
ない」ものが多い。また、「太陽・鳥・風船」は「irtafa’a」とも共起するが、「’
alaa」と共起する場合は、目の前にある状態を表わし、「irtafa’a」と用いる場合
は、高いところからさらに高いところへの状態変化を表わす。言い換えれば、「
alaa」は「物価・血圧・気温」と用いられないのは、そのような名詞が、上下の
状態変化が頻繁に起き得るものを表わすからである。
　1－3．　「sa’ida」
　「irtafa’a」と「alaa」と違って、「sa’ida」は移動の動作の意味合いが強く、
移行の経過が目に見えるものに用いられる。すなわち、到着点を目指して、その
段階的な移動の過程が目で確認できるものである。「sa’ida」と共起する名詞は、
（表3）でも分かるように「物価・気温・煙・飛行機・山・階段・バス・頂点・
木・ビル」などであるが、その中に、「煙・飛行機・物価」のように動作主体に
もなり得るものと、「山・階段・木」のような、その動作をする場所を表わすも
のに分かれる。
　しかし、以上のどちらの名詞類でも、次の例文（11～14）をみると、「sa’ida」
は、過程・経路に主眼を置き、一歩一歩上がっていく意味が含意されている。そ
のために、「移動の範囲や到着点を示す語」と「方向を示す前置詞」が以下のど
の例文にも見られる。例えば、例文11には、移動範囲を示す「階段（a1－
sullam）」と方向を表わす前置詞「へ（ila）」がある。同じく、例文13には、到
着点を示す「機内（matn　al－ta？irah）」と方向を表わす前置詞「へ（ila）」があ
る。そして、例文12と14をみると、11と13と違って、動作主体は人間ではな
く、「飛行機」や「煙」という物体のある（目に見える）ものである。
　以上のことからは、「sa’ida」は、人間やもの、自分で動きうるものの全体的
な移動を表わし、その移動の過程が目に見える場合に用いられると言える。従っ
て、「動作・移動型動詞」と呼ぶことができる。
　11．sa’ida　al－sullam　ila　al・dwr　al－rabe’　4階へ階段を上がっていった。
　12．sa’idat　al－ta？irah　fy　al－sama？　　　飛行機は空へ上がっていった。
　13．sa’ida　al－rukkab　ila　matn　al－ta？irah　乗客は機内に上がった。
　14．ys’ad　al－dukhan　fy　al－gaw　　　　　煙は空中に上がっていく。
　1－4．　「irtaqa」
　「irtaqa」は、「sa’ida」と同様に移動の動作を表わし、過程・経路に主眼を置
き、一歩一歩上がっていく意味を含意する動詞である。しかし、rirtaqa」は努
75
第2章・1節5）
力して進んでいくのではなく、順調に、スムーズに上がっていく意味を表わす。
また、到着点に達することまで含意する。そして、「王座・地位・頂点・山」の
ような、本来、達成することが難しい、達成すれば業績になる（尊敬に値する）
ような目標を表わす単語と用いられる。その意味でも高い地位に上がっていく
（昇格）という意味も表わす。すなわち、上方移動が評価に値するものでなけれ
ば用いられないから、「バスに乗る」や「煙・飛行機が上がる」のように上がっ
たり昇ったりしても不思議ではないものを表わす語と一緒に「irtaqa」は用いら
れない。例えば、次の15と16の例文は「irtaqa」と「sa’ida」がまったく同じ
文脈で使われているが、以上の記述のようにニュアンスの違いがある。
　また、例文16と17をみると、どちらも、「irtaqa」を使っているが、16の例
文は方向を表わす前置詞「へ（ila）」があるから、経路を含意した意味を表わす
のに対して、17の例文は前置詞なしの文であり、移動の結果状態を表わす。す
なわち、rirtaqa」はr順調に・スムーズに上方移動する」というニュアンス以
外にも、「sa’ida」と違って、「動作・移動」と「状態」の両方を表わすことがで
きる動詞であると言える。しかし、「状態型動詞」と違って、動作・移動も表わ
すたあ、「移動状態型動詞」と呼ぶことができる。
　15．sa’ida　ila　qimah　al・jabal　山の頂点へ登っていった
　16．irtaga　ila　qimah　al－jabal山の頂点へ登っていった
　17．irtaga　qimah　al・jabal　　山の頂点にいる。
　1－5．　「tala’a」
　この動詞は「（高いところに）現れる、出てくる、のぼる、あがる」という意
味で用いられる。そのため、例文18のように「太陽・月」と用いられるときは、
「出てくる、現れる」という意味を表わす。また、例文19（a～c）のように「木、
山、階段」と共起する場合は、頂点を目指した上方移動を表わす意味になる。す
なわち、経路に焦点を合わせるrsa’ida」と違って、到着点に焦点を合わせる動
作動詞であるが、「移動結果型動詞」だと言える。
18．　tala’t　al・shams
19．a．　tala’a　al－shagarah
19．b．　tala’a　al－gabal
19．c．　tala’a　al－sullam
太陽が昇ってきた。
（彼は）木に登った。
（彼は）山に登った。
（彼は）階段に登った。
2．アラピア語の「下方移動動詞」
　ここでは、「サガル・クダル」に当たるアラビア語の動詞を分析するが、前述
のように、そのような意味を表わす動詞を五っあげた。それらの動詞はほとんど、
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上記の「上方移動動詞」の対義語であり、（表3）と（表4）であげている動詞が
順番に対応している。そのために、共起する名詞をみてもほぼ重なっているが、
名詞によっては、「上方移動」の動詞と共起しても、それに対応している「下方
移動」の動詞と共起しないものもある。その点に注目しながら、ここで「下方移
動動詞」を検討してみることにする。
　2－1．　「inxafada」
　「inxafada」は、　rirtafa’a」の対義語としてあげたが、その意味は、アラビァ
語辞典において「価値や位置が元の標準基準より低くある」と定義されている。
表4をみると、「声・物価・血圧・温度・気温・波」と共起できるが、その対義
語の「irtafa’a」と違って、反対の意味を表わす場合「旗・煙・太陽・山・ビ
ル」と共起できず、「鳥・風船」とも共起しにくいことが分かる。
　まず、ここで、注意しなければいけないのは、「inxafada」の定義にある「標
準基準より低くなる」の部分である。つまり、元々高さのあるものが、低くなっ
たという意味であるが、その意味で、「煙・山・ビル」といった名詞と共起でき
ないのは、当然である。言い換えれば、「煙・山・ビル」のようなものには、上
から下へといった「状態の変化」はあり得ないからである。
　また、「irtafa’a」が「太陽」と共起する時は、前述のように（例文4）上方
移動という意味ではなく「空の真ん中に位置している」という意味を表わす。っ
まり、「正午・真昼」という意味を表わすが、その反対の表現をするときは、次
の例文（20）のように、（2－2）で取り上げる「dana」という動詞が用いられる。
　20．danat　al－shamsu　mina　al－maghyb．太陽は沈む方面に近づいていく。
　そして、「旗」は上方移動動詞の「irtafa’a」と共起するが、その反対の意味を
表わす「inxafada」と共起しない。「旗」を標準基準より下げるという意味を表
わす場合は「Nakkasa（引っ込ませる・かがめる）」という動詞が用いられる。
　「鳥・風船」と共起しにくいのは、本来高く飛んでいたり、上がっていたりし
ているものが一定の基準より下がっても感覚で捉えにくいところがあるからでは
ないかと思われる。それに対して、「飛行機」の場合は、高さを機械で計れるた
め、「inxafada」と共起できる。
　以上の分析の結果を纏めると、「inxafada（サガル）」と「irtafa’a（アガル）」
は、感覚で捉えられる物事の上下的な変化の状態を表わす「状態変化動詞」であ
ると言える。
　2－2．　「dana」
　「alaa」の対義語としてrdana」が挙がっているが、その意味は「近くなる・
低くなる」と定義されている。また、表2を見ても、「太陽・鳥・風船・地位」
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という名詞としか使われていないということが分かるが、「太陽」の場合は例文
20で見たように「沈む方面に近づいていく」という意味を表わしている。そし
て、「鳥・風船」の場合も、例文21のように「近づく」という意味を表わしてい
るが、「地位」場合は、例文22のように「サガル・低くなる」という意味を表わ
している。
　21．danat　al－ta？er　ila　al－buhairah．鳥は池に近づいた。
　22．danat　makaant　al－mudares　fy　al－mugtama’
　　　　　　　　　　　　　　　　　先生の社会的地位が低くなった
　っまり、「dana」の基本的な意味は「近くなった」ということであり、「サガ
ル・低くなる」という意味合いは薄いと言えるが、「近づく」の意味は、「鳥・風
船」のように通常高く飛んでいたり上がっていたりしているものが「手が届くと
ころまで」下がったという意味で用いられる。また、「dana」は「移動の過程」
を考慮せず、発話瞬間の状態に主眼を置くため、「alaa」と同様に「状態型動
詞」だと言える。
　2－3．　「habata」
　「habata」は「sa’ida」の対義語である。（表3）と（表4）を比べると、「煙」
以外は、共起する名詞もほぼ重なっていることが分かる。また、「煙」の場合、
「sa’ida（アガル）」と共起するが、「habata（サガル）」と共起しないのは、当然
のことで、共起制限からのものではなく、「煙」の上から下への移動はあり得な
いからである。従って、「habata」は「sa’ida」と同様に、人間や（形のある）
もの、自分で動きうるものの全体的な移動を表わす「動作・移動型動詞」と呼ぶ
ことができる。
　2．4．　「in．　hadara」
　「in．　hadara」はrirtaqa」の対義語であるが、その意味も「スムーズに上が
っていく」という移動の状態を表わす「irtaqa」と反対に、次の例文23のよう
に「上から下へと転がり落ちる」という意味を表わしている。
　23．in．　hadarat　al－sukhwr　men　al－gabal岩が山から転がり落ちてきた。
　共起制限の面からは両動詞の間にほとんどズレは見られないが、「王座・階段」
の二っの名詞の場合は、「irtaqa」と用いられるのに対して、「in．　hadara」とは
共起しない。「王座・階段」と用いられないのは、「in，　hadara」の基本的な意味
にあると思われる。前述のように「in．　hadara」は「上から下へと転がり落ちる。
人間かものがそれ自身の重みで下方に向かって位置を移す」という意味を表わし、
その意味で「王座」と用いられない。すなわち、「inhadara」は、移動そのもの
よりも「転がり落ちるような」という移動の状態や様態を表わすたあ、「irtaqa」
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と同様に「移動状態型動詞」と呼ぶことができる。
　2－5．　「nazala」
　「nazala」は「，　tala’a」の対義語であるが、共起制限の面から両動詞間に見ら
れるズレをみることにしよう。まず、「旗・鳥・飛行機・風船」の四っの名詞は、
「．tala’a」とは共起しないが、次の例文でも分かるようにrnazala」と用いられ
る。その理由は「nazala」の多義性に依存するものだと考えられる。「nazala」
の定義をみると、「下がる、降りる／着陸する、上陸する／住居する」という意
味を表わすから、「鳥・飛行機・風船」と共起できる理由は明らかである。また、
広い意味で「屈する、負ける」という意味も表わすから「旗」と用いられるのが
納得できる。そして、「太陽」は、「．tala’a」と用いられるのは「高いところに
現れる・出てくる」という意味を表わすからであるが、「nazala」と共起しない
のは「沈む」という意味が「nazala」で表わせないからである。
　24．nazalat　al－．　ta？irah　ila　ar．　d　al－ma．　tar
　　　　　　　　飛行機が飛行場に降りてきた。
　っまり、「nazala」には、「ゴールに辿り着く」という意味合いが強いから、「．　ta・
la’a」と同様に到着点に焦点を合わせる動作動詞であり、「移動結果型動詞」だ
と言える。
3．　まとめ
　以上の分析から、アラビア語の「上下移動」を表わす動詞を五っずっあげたが、
それぞれを共起制限の面から五つの種類に分けた。そして、以上の結果をまとめ
ると、次のことが言える。
　アラビァ語の上下移動を表わす動詞は、大きく、「動作・移動」を表わすもの
と「状態」を表わすものと、「結果」を表わすものに分かれると言える。まず、
「動作・移動」を表わす動詞には「動作・移動型動詞」と呼べる「sa’ida（ノボ
ル）とhaba．　ta（クダル）」がある。そして、同じく「動作・移動」を表わすが、
動作そのものより「動作の様態」に焦点を置く「irtaga（ノボル）とin，　hadara
（クダル）」があり、そのような動詞を「移動状態型動詞」と呼ぶことにした。
　また、「状態」を表わす動詞も二つの部類に分けた。あまり変動が見られない
ものと一緒に用いられる「状態型動詞」と呼べる「‘ala（アガル）とdana（サ
ガル）」と変動が見られるものと一緒に用いられる「irtafa’a’iアガル）とinx－
afa．　da（サガル）」のような動詞を「状態変化型動詞」と呼ぶことにした。
　最後に、到着点に焦点を合わせる「，tala’a（ノボル）とnazala（オリル）」で
あるが、それらを「移動結果型動詞」と呼ぶことにした。
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第2章・1節5）
　注
1）共起制限を確認するために、小範囲でアンケートを集めた（大学生・院生20人）が、
　主に私自身の語感やアラビア語一アラビア語辞典の定義に頼った。
2）『ことばの意味』に挙がっている「アガルとノボル」と「サガル・オリル・オチル・
　クダル」の分析を参考に設定しておいた。
3）「Al－wasyt」と「Al・rnuagam　Al－araby　Al－muyassar」、参考文献を参照。
　参考文献
柴田武（編）（2002）『ことばの意味』平凡社ライブラリー
ワリード・イブラヒム（2003）『アラビア語シソーラス』絢文社
Al－muagam　Al－araby　Al－muyassar，　Dar　Al－Kitab　Al－Masri．1991
Mukhtar　a1－Sahah．　by　Ibn　Abi　Bakr　Ar－Rhazi．　Librairie　du　Liban．1986
Al－wasyt．　Majima　a1－lugha　al－arabyyah．　al・Dar　al－hndasyah．3rd　Edition．1985
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